
野口栄理事長新年度のあいさつ

長崎県初 長崎街道かもめ市場に
「みのりカフェ長崎駅店」オープン
（フードマーケット事業部）

「富山グラウジーズ
“お弁当コンテスト”」に協賛
（富山県本部）

牛乳たっぷりの「カフェ・オレ」を
4月1日に発売（酪農部）

「ニッポンエール 宮崎県産
日向夏ソーダ」新発売（営業開発部）

「頑張ろう東北！ 復興応援マルシェ」
開催（全農東北プロジェクト）

ＪＡタウンショップ紹介
　タウンショップみやぎ（宮城県本部）

全
農
所
属 

石
川
佳
純
選
手
が
出
演

　新
テ
レ
ビ
Ｃ
Ｍ「
つ
な
が
る
食
卓
」公
開（
広
報
・
調
査
部
）

8面

Web版JA全農ウィークリーは
こちらから

https://www.zennoh-weekly.jp/

6

8

7 Web
限定

神奈川県内酪農業 ＰＲ動画が完成
（神奈川県本部）

JA直売所POP陳列甲子園を開催
（神奈川県本部）

エフピコフェア2022出展（営業開発部）

2

新鮮なサラダを頬張り、多くの人が作り上げた「おいしさ」を幸せな笑顔で表現する石川選手（8面）

中期計画ならびに
令和4年度事業計画のあらまし（経営企画部）

2022 4.4vol.994

長崎街道かもめ市場に「みのりカフェ長崎駅
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4
月
1
日
に
発
売（
7
面
）
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5
面

『ＪＡ全農トピックス』の
ツイッターはこちらから



野
口
　栄

代
表
理
事
理
事
長

　
令
和
4
年
度
の
事
業
開
始
に
あ
た

り
、
ご
あ
い
さ
つ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
会
員
の
皆
さ
ま
、
組
合
員
の
皆

さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
本
会
事
業

に
つ
き
ま
し
て
格
別
の
ご
支
援
と
ご
協

力
を
賜
り
厚
く
お
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

　
ま
ず
、
未
だ
収
束
が
見
え
な
い
コ
ロ

ナ
禍
の
中
、
不
安
な
日
々
を
お
過
ご
し

か
と
思
い
ま
す
。
昨
年
度
は
消
費
減

退
に
よ
り
農
畜
産
物
の
販
売
価
格
が

低
迷
す
る
一方
、
原
油
を
は
じ
め
と
し

た
資
材
原
料
の
世
界
的
な
需
給
ひ
っ
迫

な
ど
に
よ
る
価
格
高
騰
が一度
に
押
し

寄
せ
、
農
家
経
営
だ
け
で
は
な
く
、

国
民
の
く
ら
し
に
も
大
き
な
影
響
を

及
ぼ
し
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
中
、
本
会
は
3
か
年
計

画（
元
〜
3
年
度
）の
最
終
年
度
と
し

て
、
五
つ
の
最
重
点
事
業
施
策（
①
生

産
基
盤
の
確
立
、②
食
の
ト
ッ
プ
ブ
ラ

ン
ド
と
し
て
の
地
位
の
確
立
、③
元
気

な
地
域
社
会
づ
く
り
へ
の
支
援
、④
海

外
戦
略
の
構
築
、⑤
Ｊ
Ａ
へ
の
支
援
強

化
）の
総
仕
上
げ
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　
そ
し
て
本
年
度
か
ら
、
新
た
な
中
期

計
画（
4
〜
6
年
度
）が
始
ま
り
ま
す
。

　
社
会
や
経
済
、
生
活
の
さ
ま
ざ
ま

な
領
域
に
お
い
て
、
目
ま
ぐ
る
し
い
変

化
が
起
き
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
の
事
業

の
延
長
線
上
だ
け
で
は
、
皆
さ
ま
か
ら

の
ご
期
待
に
応
え
る
こ
と
が
難
し
く

な
っ
て
い
ま
す
。

　
30
年
後
の
2
0
5
0
年
は
国
内
人

口
が
1
億
人
を
切
り
、
高
齢
化
は
さ

ら
に
進
む
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
ま

た
、
10
年
後
の
2
0
3
0
年
に
は
基

幹
的
農
業
従
事
者
が
現
在
の
約
半
数

に
な
る
と
推
測
し
ま
す
。
消
費
者
の

働
き
方
や
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
は
変
化
し
、

コ
ロ
ナ
禍
で
こ
の
動
き
は
加
速
し
て
お

り
、
多
様
な
販
売
チ
ャ
ネ
ル
の
構
築
と
、

将
来
に
渡
り
食
を
安
定
的
に
流
通
さ

せ
る
仕
組
み
づ
く
り
が
必
要
と
な
り
ま

す
。
そ
し
て
、
国
内
の
食
料
消
費
が
減

る
中
、
海
外
マ
ー
ケ
ッ
ト
ニ
ー
ズ
を
踏

ま
え
た
輸
出
に
つ
い
て
も
、
さ
ら
に
拡

大
に
取
り
組
む
こ
と
が
国
内
農
業
の

生
産
基
盤
維
持
に
は
重
要
で
す
。

　一
方
、
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
の
デ
ジ
タ

ル
技
術
の
進
展
、
S
D
Gs
や
脱
炭
素

化
な
ど
社
会
的
な
動
き
な
ど
、
こ
れ

ら
に
も
柔
軟
に
対
応
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
こ
の
よ
う
な
情
勢
を
踏
ま
え
、
10

年
後
を
見
据
え
た
2
0
3
0
年
の
全

農
グ
ル
ー
プ
の
め
ざ
す
姿
を「
持
続
可

能
な
農
業
と
食
の
提
供
の
た
め
に〝
な

く
て
は
な
ら
な
ら
い
全
農
〞で
あ
り
続

け
る
」と
定
め
ま
し
た
。
ま
た
、
め
ざ

す
姿
の
実
現
に
向
け
、
六
つ
の
全
体
戦

略（
①
生
産
振
興
、②
食
農
バ
リ
ュ
ー

チ
ェ
ー
ン
の
構
築
、③
海
外
事
業
展
開
、

④
地
域
共
生
・
地
域
活
性
化
、⑤
環

境
問
題
な
ど
社
会
課
題
へ
の
対
応
、⑥

J
A
グ
ル
ー
プ
・
全
農
グ
ル
ー
プ
の
最

適
な
事
業
体
制
の
構
築
）を
設
定
し
ま

し
た
。
こ
れ
ら
の
実
践
に
役
職
員
が一

致
団
結
し
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。

　
最
後
に
、
3
月
30
日
に
、
全
農
は

創
立
50
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
経
済

連
と
の
統
合
や
グ
ル
ー
プ
会
社
の
再
編

な
ど
を
経
な
が
ら
、
農
家
組
合
員
の

経
営
の
安
定
化
と
食
の
全
国
供
給
を

担
う
べ
く
、
事
業
環
境
の
変
化
や
災

害
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
局
面
を
挑
戦
す

る
こ
と
で
乗
り
越
え
、
今
日
の
礎
を
築

い
て
ま
い
り
ま
し
た
。
こ
の
礎
の
う
え

で
、
全
農
は
今
後
も
変
わ
ら
ず
挑
戦

を
続
け
、
こ
れ
か
ら
の
新
し
い
時
代
を

皆
さ
ま
と
築
い
て
ま
い
り
た
い
と
願
っ

て
い
ま
す
。
引
き
続
き
変
わ
ら
ぬ
ご
指

導
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

全
農
創
立
50
年
、

次
の
時
代
を
築
く
た
め

挑
戦
し
続
け
る
全
農
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中
期
計
画（
令
和
4
〜
6
年
度
）な
ら
び
に

令
和
4
年
度
事
業
計
画
の
あ
ら
ま
し

情勢認識

2030年の全農グループのめざす姿

2030年に向けた全体戦略

持続可能な農業と食の提供のために
“なくてはならない全農”であり続ける

●国内人口の減少・高齢化、農業就業
者人口の加速度的な減少

●耕作放棄地の拡大、1経営体あたりの
耕地面積増加

●単身世帯・共働き世帯の増加、食の
簡便化ニーズの拡大

●新型コロナウイルス感染症による生活
様式・消費形態の変化

●海外人口の増加、肥料・飼料原料な
どの国際的な調達競争激化
●SDGs（持続可能な開発目標）や「みど
りの食料システム戦略」への対応
●事業環境の変化や事業拡大に対応で
きる人材育成が必要

●JA経済事業の基盤強化が急務

既存事業の強化にとどまらず、2030年を見据えた長期的な視点に立ち、
将来の変化を見据えた新たな事業を構築

1 JAと本会が情報を共有し、一体となって生産者にベストな支援をおこなう
2 マーケットインを起点に、JAグループとしての食農バリューチェーンを構築する
3 地域のくらしと食に貢献するとともに、環境に配慮した事業をおこなう

生産振興
　TAC活動の強化や革新的な技術等によ
る生産性向上、JA出資型法人への出資な
ど、生産基盤の維持を最重要課題として取
り組みます。

1

食農バリューチェーンの構築
　集荷から販売まで一貫したバリューチェー
ン構築と国産原料を使用した商品開発、消
費者への情報発信により、食料自給率と生
産者所得向上に貢献します。

2

海外事業展開
　マーケットインの商品開発や実需者とのア
ライアンス、投資とリスク管理による輸出拡
大、輸入原材料の安定調達により、海外
事業の成長戦略をすすめます。

3

地域共生・地域活性化
　生活インフラの整備や再生可能エネル
ギーの普及など、地域のくらしや自然を守
り、地域経済の活性化を支援します。

4

環境問題など社会的課題への対応
　環境負荷低減や地域循環農業に向け
た総合的・段階的な取り組み、脱炭素化
に向けた未来型の商品・技術開発をすす
めます。

5

　多様な人材の確保や業務・事業体制の
再構築、財務・投資の最適化、DX戦略
の構築、ガバナンスの強化などをグループが
一体となって取り組みます。

JAグループ・全農グループの
最適な事業体制の構築

6
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地域共生・地域活性化4

　農業生産基盤である地域のくらしや自然を守り、
地域経済の活性化を支援するため、以下の視点に
もとづき取り組みます。

1

2

3

組合員サービスの充実に向けた、生協やファミリー
マート等との企業連携、「ＪＡでんき」やホームエネ
ルギー事業などの新たな取り組み強化
地域活性化に向けた「地産地消」のネットワークづ
くりやＥＶカーシェアリング事業の実証など、スマー
トシティの基盤づくり
中山間地域を含めた宅配・移動購買車やＳＳ・ＬＰ
ガスの供給体制などの強化による生活・エネルギー
インフラの維持

㈱
フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー
ト
で
の
青
果
物
の
販

売

生産振興1

　地域生産基盤の維持と事業領域の拡大に向け
て、地域性や経営規模、消費者ニーズなどをふまえ
て、以下の視点にもとづき取り組みます。

1

2

3

多様な労働力の確保や実践型研修農場を活用し
た担い手育成、畜舎賃貸事業の拡充を通じた家
族経営への支援、およびＪＡ出資型法人等への出
資などによる地域の農畜産物の生産支援
消費者ニーズや地域性・収益性をふまえた生産者
への最適な生産提案の強化と、ＴＡＣ活動などを通
じた担い手経営体への対応力強化
生産拡大・品質向上に資する革新的な技術・商
品の開発、および子実用トウモロコシや果樹の高
密植栽培などの栽培
実証・普及
地域の農業用施設の
整備、および生産者
に資材・飼料を効率
的に供給するための
配送体制の構築

4

全
農
チ
ャ
レ
ン
ジ
フ
ァ
ー
ム
広
島
・
三
原

農
場

中期（令和4～6年度）  事業計画の具体策

食農バリューチェーンの構築2

　消費者ニーズの多様化に対応し、国産農畜産物
の消費拡大をはかるため、以下の視点にもとづき取
り組みます。

1

2

3

冷凍青果物工場など農畜産物流通に必要なインフ
ラの整備と、共同配送や統一フレキシブルコンテナ
の普及等による物流合理化
地域や品目を横断した総合営業体制の構築と実需
者への営業強化による販売拡大
全農グループ会社や他企業などとの連携による、
国産原材料を使用した魅力ある商品開発
「JAタウン」や全農グループ直営飲食店舗などの
多様な販売チャネル、情報発信の強化による国産
農畜産物の消費拡大

4

カ
ッ
ト
野
菜
工
場「
J
A
ベ
ジ
マ
ル

フ
ァ
ク
ト
リ
ー
㈱
」

災害などの危機管理への対応
　コロナ禍で影響を受けた農業現場での労働力支援
をすすめるとともに、新しい生活様式をふまえた販売展
開などの対応をすすめます。
　また、激甚化する自然災害、豚熱（ＣＳＦ）や高病原

性鳥インフルエンザなどの重要家畜疾病からの復旧・
復興に向けて、引き続き被災した生産者・産地のニー
ズに沿った支援策を実践します。加えて、災害や家畜
疾病の防止・低減に係る取り組みを強化します。

海外事業展開3

　成長が見込まれる海外マーケットへの輸出拡大と
輸入原料の安定的な確保をはかるため、以下の視
点にもとづき取り組みます。

1

2

3

海外ニーズを反映したマーケットインの取り組みや
実需者とのアライアンス、積極的投資を基本戦略
とする輸出事業の拡大
海外原料の安定調達に向けた海外グループ会社に
おける集荷網の拡充とサプライチェーンの強化
スマート農業技術等の需要開拓や日本産農畜産
物の知財権保護など、海外での新たな事業機会
の創出

米国での和牛販売促進に向けた展示会への参加

JAグループ・全農グループの
最適な事業体制の構築6

　生産・消費・環境などの事業を取り巻く変化に
対応し、課題解決をはかる最適な体制を構築する
ため、以下の視点にもとづき取り組みます。

1

2

3

本会の機能発揮に必要な人材育成や人事制度の
構築、コンプライアンス体制の強化
全農グループ経営の強化に加え、事業競争力強
化に向けたグループ再編整備や他企業との事業連
携
JA経済事業の強化に向けた共同・広域事業の展
開による事業拡大、および業務効率化をはかるシ
ステム導入などの仕組み構築

全農パールライス㈱と岡山パールライス㈱の合併

環境問題など
社会的課題への対応5

　農業における環境負荷低減や持続可能な農業の
実現に貢献するため、以下の視点にもとづき取り組
みます。

1

2

3

耕畜連携や国内地域資源を活用した肥料の開
発、ＧＡＰ活動への支援など、地域性や実態をふ
まえた農業における環境負荷低減の取り組み
太陽光発電所や温室効果ガスの抑制をはかる技
術の開発など、脱炭素化の実現に向けた取り組み
農業・食・環境の重要性を学ぶ食農教育や、
持続可能な農業の確立に向けた消費者理解の醸
成

耕畜連携・資源循環ブランド「3‒R」のロゴと認定商品

　2030年のめざす姿の実現に向けた全体戦略の実践による事業拡大を織り込み、取
扱高は4年度4兆6,000億円、5年度4兆7,000億円、6年度4兆8,000億円を計画します。

経営計画

事 業 年度

米穀農産事業
園芸事業
営農・生産資材事業
畜産事業
生活関連事業

6,213
12,080

8,083
10,725

8,899
46,000

6,249
12,420

8,250
11,027

9,055
47,000

6,284
12,760

8,417
11,329

9,210
48,000

4年度 5年度 6年度

合 計

（単位：億円）

中期計画の
解説動画は
こちら
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地域共生・地域活性化4

　農業生産基盤である地域のくらしや自然を守り、
地域経済の活性化を支援するため、以下の視点に
もとづき取り組みます。

1

2

3

組合員サービスの充実に向けた、生協やファミリー
マート等との企業連携、「ＪＡでんき」やホームエネ
ルギー事業などの新たな取り組み強化
地域活性化に向けた「地産地消」のネットワークづ
くりやＥＶカーシェアリング事業の実証など、スマー
トシティの基盤づくり
中山間地域を含めた宅配・移動購買車やＳＳ・ＬＰ
ガスの供給体制などの強化による生活・エネルギー
インフラの維持

㈱
フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー
ト
で
の
青
果
物
の
販

売

生産振興1

　地域生産基盤の維持と事業領域の拡大に向け
て、地域性や経営規模、消費者ニーズなどをふまえ
て、以下の視点にもとづき取り組みます。

1

2

3

多様な労働力の確保や実践型研修農場を活用し
た担い手育成、畜舎賃貸事業の拡充を通じた家
族経営への支援、およびＪＡ出資型法人等への出
資などによる地域の農畜産物の生産支援
消費者ニーズや地域性・収益性をふまえた生産者
への最適な生産提案の強化と、ＴＡＣ活動などを通
じた担い手経営体への対応力強化
生産拡大・品質向上に資する革新的な技術・商
品の開発、および子実用トウモロコシや果樹の高
密植栽培などの栽培
実証・普及
地域の農業用施設の
整備、および生産者
に資材・飼料を効率
的に供給するための
配送体制の構築

4

全
農
チ
ャ
レ
ン
ジ
フ
ァ
ー
ム
広
島
・
三
原

農
場

中期（令和4～6年度）  事業計画の具体策

食農バリューチェーンの構築2

　消費者ニーズの多様化に対応し、国産農畜産物
の消費拡大をはかるため、以下の視点にもとづき取
り組みます。

1

2

3

冷凍青果物工場など農畜産物流通に必要なインフ
ラの整備と、共同配送や統一フレキシブルコンテナ
の普及等による物流合理化
地域や品目を横断した総合営業体制の構築と実需
者への営業強化による販売拡大
全農グループ会社や他企業などとの連携による、
国産原材料を使用した魅力ある商品開発
「JAタウン」や全農グループ直営飲食店舗などの
多様な販売チャネル、情報発信の強化による国産
農畜産物の消費拡大

4

カ
ッ
ト
野
菜
工
場「
J
A
ベ
ジ
マ
ル

フ
ァ
ク
ト
リ
ー
㈱
」

災害などの危機管理への対応
　コロナ禍で影響を受けた農業現場での労働力支援
をすすめるとともに、新しい生活様式をふまえた販売展
開などの対応をすすめます。
　また、激甚化する自然災害、豚熱（ＣＳＦ）や高病原

性鳥インフルエンザなどの重要家畜疾病からの復旧・
復興に向けて、引き続き被災した生産者・産地のニー
ズに沿った支援策を実践します。加えて、災害や家畜
疾病の防止・低減に係る取り組みを強化します。

海外事業展開3

　成長が見込まれる海外マーケットへの輸出拡大と
輸入原料の安定的な確保をはかるため、以下の視
点にもとづき取り組みます。

1

2

3

海外ニーズを反映したマーケットインの取り組みや
実需者とのアライアンス、積極的投資を基本戦略
とする輸出事業の拡大
海外原料の安定調達に向けた海外グループ会社に
おける集荷網の拡充とサプライチェーンの強化
スマート農業技術等の需要開拓や日本産農畜産
物の知財権保護など、海外での新たな事業機会
の創出

米国での和牛販売促進に向けた展示会への参加

JAグループ・全農グループの
最適な事業体制の構築6

　生産・消費・環境などの事業を取り巻く変化に
対応し、課題解決をはかる最適な体制を構築する
ため、以下の視点にもとづき取り組みます。

1

2

3

本会の機能発揮に必要な人材育成や人事制度の
構築、コンプライアンス体制の強化
全農グループ経営の強化に加え、事業競争力強
化に向けたグループ再編整備や他企業との事業連
携
JA経済事業の強化に向けた共同・広域事業の展
開による事業拡大、および業務効率化をはかるシ
ステム導入などの仕組み構築

全農パールライス㈱と岡山パールライス㈱の合併

環境問題など
社会的課題への対応5

　農業における環境負荷低減や持続可能な農業の
実現に貢献するため、以下の視点にもとづき取り組
みます。

1

2

3

耕畜連携や国内地域資源を活用した肥料の開
発、ＧＡＰ活動への支援など、地域性や実態をふ
まえた農業における環境負荷低減の取り組み
太陽光発電所や温室効果ガスの抑制をはかる技
術の開発など、脱炭素化の実現に向けた取り組み
農業・食・環境の重要性を学ぶ食農教育や、
持続可能な農業の確立に向けた消費者理解の醸
成

耕畜連携・資源循環ブランド「3‒R」のロゴと認定商品

　2030年のめざす姿の実現に向けた全体戦略の実践による事業拡大を織り込み、取
扱高は4年度4兆6,000億円、5年度4兆7,000億円、6年度4兆8,000億円を計画します。

経営計画

事 業 年度

米穀農産事業
園芸事業
営農・生産資材事業
畜産事業
生活関連事業

6,213
12,080

8,083
10,725

8,899
46,000

6,249
12,420

8,250
11,027

9,055
47,000

6,284
12,760

8,417
11,329

9,210
48,000

4年度 5年度 6年度

合 計

（単位：億円）

中期計画の
解説動画は
こちら
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News!

「富山グラウジーズ“お弁当コンテスト”」に協賛
Ｂリーグのホームゲームで表彰式 富山県本部

　
富
山
県
本
部
は
、B
リ
ー
グ「
富
山
グ
ラ
ウ
ジ
ー
ズ
」主
催
の「
ふ
ふ

ふ
っ
と
笑
顔
に
な
れ
る
お
弁
当
コ
ン
テ
ス
ト
」に
協
賛
し
ま
し
た
。3
月

6
日
の
試
合
で
コ
ン
テ
ス
ト
の
表
彰
式
を
行
い
、優
秀
者
に
富
山
県
産

農
畜
産
物
を
贈
り
ま
し
た
。

　
コ
ン
テ
ス
ト
は
、
富
山
グ
ラ

ウ
ジ
ー
ズ
に
関
連
す
る
デ
コ

レ
ー
シ
ョ
ン
を
し
た
お
弁
当
の

写
真
に
指
定
の
タ
グ
を
付
け

て
S
N
S
へ
投
稿
し
た
人
の

中
か
ら
、
優
秀
者
に
対
し
県
産

食
材
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る
も
の

で
、
2
月
7
〜
20
日
の
開
催
期

間
中
、
さ
ま
ざ
ま
な
趣
向
を
凝

ら
し
た
お
弁
当
の
写
真
が
多
数

投
稿
さ
れ
ま
し
た
。

　
選
手
の
似
顔
絵
や
ユ
ニ
ホ
ー

ム
、
グ
ラ
ウ
ジ
ー
ズ
の
マ
ス

コ
ッ
ト「
グ
ラ
ッ
キ
ー
」や
グ

ラ
ウ
ジ
ー
ズ
の
ロ
ゴ
な
ど
多
数

の
ユ
ニ
ー
ク
な
応
募
作
品
の
中

か
ら
、一
般
の
方
の「
い
い
ね
」

数
と
県
本
部
ス
タ
ッ
フ
に
よ
る

審
査
の
結
果
、
5
作
品
を
優
秀

賞
に
選
び
ま
し
た
。

　
県
本
部
が
特
別
ス
ポ
ン
サ
ー

と
な
り
、
3
月
6
日
に
富
山

市
総
合
体
育
館
で
開
か
れ
た

「
V
S 

サ
ン
ロ
ッ
カ
ー
ズ
渋
谷

戦
」で
は
、
こ
の
コ
ン
テ
ス
ト

の
表
彰
式
を
行
い
、
中
野
裕
司

米
穀
園
芸
部
長
が
受
賞
者
へ
富

山
県
産
ア
ル
ギ
ッ
ト
米
コ
シ

ヒ
カ
リ
10
㌔
、
と
や
ま
ポ
ー
ク

ロ
ー
ス
肉
1
頭
分
、
県
産
キ
ャ

ベ
ツ
10
㌔
を
贈
り
ま
し
た
。

News!

長崎街道かもめ市場に「みのりカフェ長崎駅店」オープン
九州で 6 店舗目、長崎県では初出店 フードマーケット事業部

　
全
農
は
3
月
18
日
、直
営
飲
食
店
舗「
み
の
り
カ
フ
ェ
長
崎
駅
店
」を

長
崎
市
の
J
R
長
崎
駅「
長
崎
街
道
か
も
め
市
場
」に
オ
ー
プ
ン
し
ま

し
た
。九
州
で
は
、福
岡（
2
店
舗
）・
佐
賀
・
熊
本
・
大
分
に
続
く
6

店
舗
目
で
、長
崎
県
は
初
出
店
で
す
。

　
全
農
は
、
飲
食
店
舗
に
お
け

る「
原
産
地
表
示
」の
意
義
を
広

く
消
費
者
に
啓
発
し
、
外
食
産

業
に
お
け
る
国
産
農
畜
産
物
の

利
用
拡
大
を
促
進
す
る
た
め
、

そ
の
モ
デ
ル
と
な
る
国
産
食
材

1
0
0
%
（
※
）の
飲
食
店
舗「
み

の
り
カ
フ
ェ
」「
み
の
る
食
堂
」

な
ど
を
全
国
で
運
営
し
て
い
ま

す
。

　

同
店
で
は
、J
A
長
崎
せ
い

ひ
直
売
所
の
産
直
野
菜
や「
長

崎
和
牛
」「
大
西
海
S
P
F

豚
」な
ど
を
使
用
し
た
食
事
メ

ニ
ュ
ー
、イ
チ
ゴ
や
ビ
ワ
、カ
ン

キ
ツ
な
ど
旬
の
果
物
が
た
っ
ぷ

り
入
っ
た
パ
フ
ェ
な
ど
、
長
崎

県
産
農
畜
産
物
の
食
材
を
生
か

し
た
メ
ニ
ュ
ー
を
提
供
し
て
い

ま
す
。オ
ー
プ
ン
以
降
、老
若
男

女
問
わ
ず
幅
広
い
層
の
お
客
さ

ま
が
来
店
さ
れ
、「
長
崎
和
牛
を

使
っ
た
丼
が
と
て
も
お
い
し
い
」

「
イ
チ
ゴ
パ
フ
ェ
が
圧
巻
の
サ
イ

ズ
！
」な
ど
好
評
の
声
を
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。

　

お
近
く
に
お
越
し
の
際
は
、

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

店内には長崎県特産野菜をモチーフにした
ステンドグラスを配置

優
秀
賞
に
選
ば
れ
た
弁
当
5
作
品　
　
　
　
　受
賞
者
へ
県
産
農
畜
産
物
を
贈
る
中

野
米
穀
園
芸
部
長（
左
）

長崎県産の果物とオリジナルミルクアイスを
使用した「旬のフルーツパフェ」

※
国
産
で
は
代
替
困
難
な
コ
ー
ヒ
ー
、香
辛
料
な
ど
、一
部
原
材
料
を
除
き
ま
す
。

62022 4.4 vol.994

JA
 Z

ennoh W
eekly

ニ
ュ
ー
ス
＆
ト
ピ
ッ
ク
ス



News!

「頑張ろう東北！ 復興応援マルシェ」を開催
東北の復興と感謝の気持ち届ける 全農東北プロジェクト

　
全
農
東
北
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
3
月
8

〜
11
日
、
東
京
・
新
宿
に
あ
る
J
A
東

京
ア
グ
リ
パ
ー
ク
で「
頑
張
ろ
う
東
北
! 

復
興
応
援
マ
ル
シ
ェ
」を
開
き
ま
し
た
。

東
日
本
大
震
災
か
ら
11
年
が
経
過
し
、

東
北
の
復
興
と
感
謝
の
気
持
ち
を
マ
ル

シ
ェ
会
場
か
ら
お
届
け
し
ま
し
た
。

　
2
0
1
1
年
3
月
11
日
14
時
46
分
に

発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
は
、
日
本
国

内
観
測
史
上
最
大
規
模
の
地
震
で
し
た
。

海
に
囲
ま
れ
自
然
豊
か
な
光
景
か
ら
一

転
、
全
て
が
モ
ノ
ク
ロ
に
変
わ
っ
た
あ

の
時
か
ら
11
年
が
過
ぎ
、
再
び
美
し
い

東
北
に
生
ま
れ
変
わ
ろ
う
と
し
て
い
ま

す
。
イ
ベ
ン
ト
で
は
被
災
時
と
現
在
の

復
興
状
況
を
写
真
パ
ネ
ル
で
紹
介
し
ま

し
た
。ま
た
、マ
ル
シ
ェ
で
は
旬
の
農
産

物
や
加
工
食
品
、大
豆
商
品
、乳
製
品
、

ニ
ッ
ポ
ン
エ
ー
ル
商
品
な
ど
東
北
6
県

ゆ
か
り
の
多
く
の
商
品
を
販
売
し
ま
し

た
。

　
イ
ベ
ン
ト
を

通
じ
て
、
震
災

を
風
化
さ
せ
て

は
な
ら
な
い
こ

と
や
、
未
来
に

向
か
っ
て
進
ん

で
き
た
姿
を
伝

え
ま
し
た
。

News!

牛乳たっぷりの「カフェ・オレ」を4月1日に発売
生乳生産量がピークを迎える春に、飲んで日本の酪農を応援 酪農部

　
全
農
は
、消
費
拡
大
の
輪
を
広
げ
る
取

り
組
み
の
一
環
と
し
て
、牛
乳
を
50
％
以

上
使
用
し
た「
カ
フ
ェ
・
オ
レ
」を
開
発

し
ま
し
た
。４
月
１
日
か
ら
数
量
限
定

で
発
売
中
で
す
。

　
年
末
年
始
の
牛
乳
の
消
費
拡
大
の
た

め
、牛
乳
を
50
％
以
上
使
用
し
た「
ミ
ル

ク
テ
ィ
ー
」を
販
売
し
、大
き
な
反
響
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。生
乳
生
産
量
が
ピ
ー

ク
を
迎
え
る
春
の
需
要
も
お
い
し
く
支

え
た
い
と
い
う
思
い
で「
牛
乳
を
た
っ

ぷ
り
使
用
し
た
」シ
リ
ー
ズ
第
2
弾
の
カ

フ
ェ
・
オ
レ
を
開
発
し
ま
し
た
。

　
北
海
道
産
の
て
ん
菜
糖
を
使
用
し
、自
然

で
や
さ
し
い
甘
み
が
牛
乳
の
お
い
し
さ
を

引
き
立
て
、コ
ー
ヒ
ー
の
ほ
ろ
苦
さ
が
ア
ク

セ
ン
ト
と
な
る
一
品
に
仕
上
げ
ま
し
た
。

　

全
農
が
運
営
す
る
産
地
直
送
通
販

サ
イ
ト「
J
A
タ
ウ
ン
」内
の
酪
農
部

公
式
シ
ョ
ッ
プ「
酪
市
酪
座
」を
は
じ

め
、Ａ
コ
ー
プ
や
Ｊ
Ａ
直
売
所
、N
e
w 

D
a
y
s
の

一
部
店
舗
で

販
売
し
て
い

ま
す
。

商品情報は
こちら

酪市酪座は
こちら

News!

「ニッポンエール 宮崎県産日向夏ソーダ」新発売
伊藤園とのニッポンエールプロジェクトで共同開発 営業開発部

　
全
農
は
、農
業
支
援
の
新
し
い
取
り
組

み「
ニ
ッ
ポ
ン
エ
ー
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

の
製
品
と
し
て
、「
ニ
ッ
ポ
ン
エ
ー
ル 

宮

崎
県
産
日
向
夏
ソ
ー
ダ
」を
商
品
開
発
し

ま
し
た
。共
同
開
発
し
た
㈱
伊
藤
園
が
4

月
4
日
に
発
売
し
ま
す
。

　
伊
藤
園
と
は
、
ニ
ッ
ポ
ン
エ
ー
ル
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
目
指
す「
農
業
の
持
続

性
を
高
め
、
国
産
農
作
物
の
お
い
し
さ

や
品
質
の
良
さ
を
広
め
て
い
き
た
い
」

と
い
う
思
い
を
共
に
し
、
全
国
の
特
色

あ
る
農
産
物
を
使
用
し
た
清
涼
飲
料
水

を
共
同
開
発
し
て
き
ま
し
た
。

　

日
向
夏
の
爽
や
か
な
香
り
と
甘
み
、

酸
味
の
絶
妙
な
バ
ラ
ン
ス
を
ス
ッ
キ
リ

楽
し
め
る
炭
酸
飲
料
で
す
。「
ニ
ッ
ポ

ン
エ
ー
ル 

宮
崎
県
産
日
向
夏
」の
好
評

を
受
け
て
開
発
し
ま
し
た
。「
日
向
夏

の
お
い
し
さ
を
全
国
の
皆
さ
ま
に
知
っ

て
も
ら
い
た
い
」と
い
う
思
い
と
と
も

に
、
こ
の
製
品
を
通
じ
て
日
向
夏
フ
ァ

ン
を
広

げ
、
生
果

の
販
売
拡

大
に
も
つ

な
げ
て
い

き
た
い
と

考
え
て
い

ま
す
。

ニッポン
エール

プロジェクト
の専用サイト
はこちら
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　新ＣＭ「つながる食卓」は、農畜産物
の生産を支える研究段階から消費者の
手に届くまでに、どのように「おいしさ」
が生まれ、育てられ、届けられているの
かを、一直線のテーブル上で表現した
内容となっており、本会の機能を視覚的
に表現しました。映像にはトラクターやド
ローンが登場するなど、見所あふれるＣ
Ｍに仕上がっています。映像はワンカッ

仙台せり 1Kg……3120円（税込み）

発行／全国農業協同組合連合会　2022年（令和4年）4月4日発行（毎週月曜日発行）
第3390号　編集・発行人／広報・調査部　新妻成一　
〒100̶6832 東京都千代田区大手町1丁目3番１号ＪＡビル  ＴＥＬ03（6271）8055

 タウンショップみやぎ

　宮城県で収穫量トップを誇る名取から、春の「仙台せり」
をお届けします。良質な水が豊富な名取で栽培されたセリ
は、鮮やかな緑色に爽やかな味と香り、シャキッとした歯
応えが特長です。
　春のセリは冬のセリと比べると香りが強くなっているた
め、定番の鍋料理だけでなく、おひたしや天ぷらなどシン
プルな料理にもおすすめです。レシピもお入れしますので、
セリ尽くしの食卓をお楽しみください。 JAタウンはこちらから https://www.ja-town.com

お問い合わせは shop@ja-town1.com

ご注文は
こちらから

JA全農のインターネットショッピングモール

休刊のお知らせ
4月11日号は休刊いたします。
次は4月18日号です。

JA全農提供FM番組（TOKYO FM／JFN38局） 毎週木曜日23：00～23：06
全農の食の応援団「虹のコンキスタドール」が農業部の部員となり
食と農の魅力を発信します！

全農所属 石川佳純選手が出演！
新テレビCM「つながる食卓」公開

新CM「つながる食卓」
新
C
M
の
メ
イ
キ
ン
グ
映
像
も
公
開
中

ト撮影で行っており、食材が消費者の手
元に届くまでを表現したテーブルの長さ
に注目です。テーブルの先で食事を待つ
石川選手は、さまざまな工程の末に生ま
れた新鮮なサラダをほおばり、多くの人
がつくりあげた「おいしさ」を幸せな笑顔
で表現しています。
　「全農広報部」YouTubeチャンネルで
はCM撮影の様子や撮影後の石川選手
へのインタビュー映像を含めたメイキン
グ動画も公開中です。ぜひご覧ください。

　全農は３月２４日、全農所属・卓球
日本代表の石川佳純選手が出演する、
本会の中期計画のキャッチフレーズ「食と
農を未来へつなぐ。」をコンセプトにした
新ＣＭ「つながる食卓」を公開しました。

【広報・調査部】

撮
影
の
合
間
に「
共
同
購
入
ト

ラ
ク
タ
ー
」に
乗
る
石
川
選
手

新CM「つながる食卓」
60秒篇はこちら

メイキング
映像はこちら

野口栄理事長新年度のあいさつ

長崎県初 長崎街道かもめ市場に
「みのりカフェ長崎駅店」オープン
（フードマーケット事業部）

「富山グラウジーズ
“お弁当コンテスト”」に協賛
（富山県本部）

牛乳たっぷりの「カフェ・オレ」を
4月1日に発売（酪農部）

「ニッポンエール 宮崎県産
日向夏ソーダ」新発売（営業開発部）

「頑張ろう東北！ 復興応援マルシェ」
開催（全農東北プロジェクト）

ＪＡタウンショップ紹介
　タウンショップみやぎ（宮城県本部）

全
農
所
属 

石
川
佳
純
選
手
が
出
演

　新
テ
レ
ビ
Ｃ
Ｍ「
つ
な
が
る
食
卓
」公
開（
広
報
・
調
査
部
）

8面

Web版JA全農ウィークリーは
こちらから

https://www.zennoh-weekly.jp/
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8

7 Web
限定

神奈川県内酪農業 ＰＲ動画が完成
（神奈川県本部）

JA直売所POP陳列甲子園を開催
（神奈川県本部）

エフピコフェア2022出展（営業開発部）

2

新鮮なサラダを頬張り、多くの人が作り上げた「おいしさ」を幸せな笑顔で表現する石川選手（8面）

中期計画ならびに
令和4年度事業計画のあらまし（経営企画部）

2022 4.4vol.994

長崎街道かもめ市場に「みのりカフェ長崎駅
店」オープン（6面）

生
乳
た
っ
ぷ
り
の「
カ
フ
ェ・
オ
レ
」を

4
月
1
日
に
発
売（
7
面
）

3 

5
面

『ＪＡ全農トピックス』の
ツイッターはこちらから
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